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３． 取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

(1) 異動前の所有株式数 
 0株 

（議決権所有割合：－％） 

(2) 取得株式数  41,275株 

(3) 異動後の所有株式数 
 41,275株 

（議決権所有割合：100％） 

 ※取得価額については、売主との協議により非公表としておりますが、公平性・妥当性を確保するため、 

第三者算定機関による株式価値の算定結果を勘案し決定しております。 

 

４． 日程 

(1) 取締役会決議日  平成28年2月22日 

(2) 契約締結日  平成28年2月22日 

(3) 株式譲渡実行日  平成28年4月1日（予定） 

 

５． 今後の見通し 

当該株式の取得は平成28年4月1日を予定しているため、当社の平成28年3月期の連結業績に与える

影響は軽微と考えております。また、来期以降の当社連結業績への影響は現在精査中であります。 

以 上 

 


